




記/東管工業(株) 正村 ひとみ 氏 記/(株)太陽不動産 代表取締役社長 櫻庭 敬子 氏 

 

 

75歳で起業した 
スーパーレディから学ぶ 

 
    

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サッカーを通じて青森を元気に 
 

    

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2022/9/29  参加 16 名） 

★☆★ 感想文 ☆★☆  
 

桑田さんに会うまでは、95 歳になっても働いて

いる人ってどんな感じの方なのだろうと思ってい

ました。お会いして感じたことは、見た目以上に、

とても大きな人に感じました。作業場での対面で

したが、95 歳とは思えないほど元気で、明るく、

背筋がシャンとしていて凄いオーラを感じまし

た。作業場では笹餅の作り方を丁寧に説明してい

ただき、すべての工程を一人で作業しているとい

う事に驚きました。何事にもこだわりがあり、今

以上の美味しい笹餅を作るため日々、試行錯誤し

ていることには頭が下がる思いです。小さいころ

から母親から、わからないことは何でも聞いた方

がいいと教えられた為、何に対してもわからない

ことがあれば、自分で調べたり人に聞いたりして

覚えるという事が身についたそうです。その教え

が原動力となっているのかなと感じました。  

手作りの美味しさが人気となり、地元スーパー

での販売をきっかけに７５歳で起業したと聞き、

人は年齢に関係なく進む目標があれば、パワーと

勇気があふれ出てくるのだなと感じました。何よ

り、桑田さんの人柄が周りの人を元気にする力と

なり、桑田さんの笑顔が安心感を与える、そんな

桑田さんが作る笹餅だからこそ、人気なのだと感

じました。全て手作りの為、スーパーには週２回

の納品との事ですが、わずか２分で 340 個の笹餅

が完売すると聞いて、凄い人なのだと改めて思い

ました。桑田さん本人に会えた事、話を聞けた事

は、これからの自分の生き方に勇気と明日への活

力を頂きました。今回は、貴重な時聞をありがと

うございました。 

3 

◆報告者◆ 

桑田 ミサオ 氏  

(五所川原市) 

（2022/10/18  参加 12 名） 

★☆★ 感想文 ☆★☆  
 

「サッカーを通じて青森を元気に」のテーマの

もとラインメール青森 FC のチーフマネージャー

の井上さんの報告を聞きました。キラキラとした

眼で元気にあふれ、日焼けした顔が印象的な方と

いうイメージから報告を楽しみにしていました。 

大阪出身の５９歳。教員としての２０年余りの

キャリアから熱血教師のような感じを抱きまし

た。しかし、教員時代に三度、生徒に関係した事

故を体験し、家庭環境や突発的なことなどから本

人の意思とは関係なく命を亡くすという悲しい経

験をされ、それでもスポーツに対する情熱を失わ

ず、選手や地域を元気にしたいという井上さんの

意気込みに感動しました。スポーツ観戦は楽しい

ですし、応援する選手やチームが勝ったり負けた

りしても頑張ってプレーしている選手を見ている

と嬉しくなります。 

報告後の質疑応答では、ラインメール青森の名

前は知っているけど、選手一人ひとりの名前や顔

が出てこないので、もっとアピールして地元のサ

ッカーチームをみんなで応援して盛り上げたい、

距離感を縮めて、自分の推しメンの名前がそれぞ

れ出るくらいまでにもっていきたい、試合の観客

数も増えてグッズの売り上げなどが伸びれば経済

効果や地域に元気をもたらす存在になれるのでは

ないか？といった話が出ました。 

どんな仕事でも、ファンを創るということが必

要なのだなとつくづく感じました。 

◆報告者◆ 

(株)ラインメール青森 FC 

チーフマネージャー 

井上 晴雄 氏   (青森支部) 



➤ (株)岩岡 代表取締役 岩岡 隆雄 氏 

➤ (株)アイティコワーク 代表取締役 觸澤 篤司 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５０回 青年経営者全国交流会 in 兵庫 
(青森同友会参加１１名) 

兵庫県神戸市にて2,230名余りの全国の経営

者が一同に集まる三年ぶりの開催。しかも、リ

アルにこだわる大会でした。 

私の参加した第 14 分科会も 1 テーブル 10

名の円卓がなんと 15 テーブル、153 名が会場

にいるのです。懐かしい光景ですがコロナを感

じさせない景観と兵庫同友会会員のおもてなし

と熱意が伝わってきました。分科会は(株)ソアー

代表取締役中島賢太氏(神奈川同友会会員)の実

践報告です。テーマは｢やりたい事を全部や

れ！｣。タイトルに惹かれ多分社員をモチベート

するモノだろうと想像しつつ参加しました。 

幸せな社会をつくるために自分たちで出来る事

がキーワードになっていました。これは幸せな

会社を創るためでもあり、自分が何をしたいか

を自ら考え行動する組織に変わっていくプロセ

スを報告して頂きました。立ち止まっていても

眺めは変わらない、行動した人しか見えない景

色がある。このように実践した感想を述べられ

ていました。まずやる、後で直す。青全交は青

年経営者ならではのバイタリティを感じます

し、会場の熱はグループ討論中、隣のテーブル

からも熱が伝わってきます。そして、その原動

力が兵庫同友会の学びは経営指針とＭＧを両輪

で回していることに気づきました。グループ長

と兵庫同友会の会員はすべてＭＧを経験してい

ました。経営指針は青森同友会(宮城方式)とは異

なり短期間で作成する手法をとっていますが、

学び方の方法に違いを感じました。同友会は人

を生かす経営ですが、ＭＧはドラッカーの、企

業はどうあるべきか、現代の経営で説明してい

ます。この考え方は同友会とＭＧがまったく一

緒であり、企業の人間的側面をよく表している

と深く感じる事が出来ました。 

報告はノウハウではありませんので、社員の 

やりがいは何をしたら嬉しいのかの問いかけで

ある。このように話が進みました。伝わらない

社員はアンチと解釈されがちですが、本当にい

やなら辞めている。伝わっていないか、社員を

受け入れていないか、これは社員を認めている

かどうかになります。社員の人生の半分は仕事

をしている時間ですので、人を成長させる組織

であるべき、との想いが伝わってきました。仕

事時間の中で、生きがいや働きがいを感じられ

ることが人生の幸せにつながると思います。 

第５０回青年経営者全国交流会 in 兵庫に参加

してきました。青年部会設立間もないこともあ

り、青年部のあり方や青年部活動への向き合い

方を知りたくて、中同協青年部連絡会代表であ

る(有)ウメイチ代表取締役梅田益生氏がパネリ

ストとして参加している第１分科会に参加しま

した。また、青全交終了後に中同協青年部連絡

会にも出席させて頂きました。 

「青年部は、同友会の三つの目的のうち、『良

い経営者になろう』に特化している」これは梅

田代表が分科会の締め間際に話した言葉です。

先人の知恵や経験を吸収し、同世代の経営者か

ら刺激を受け、全国の仲間と繋がり、次世代リ

ーダーとして全人格的成長を遂げる。自身にと

って、多くの課題が見つかり、大きな学びとな

った旅路となりました。 

≪≪ 参加者感想文 ≫≫ 
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